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第３回武蔵村山市ごみ資源化等市民懇談会会議録 

 
 
開 催 日 時 

 
平成 1９年５月２９日(火) 午後１時～ 

午後４時   
 
開 催 場 所 

 
東村山市生ごみ資源化施設視察 

 
出  席  者 
 （１０名） 

鳴川  東 、 藤澤 泰子 、 樋口 豊子 
土屋 輝雄 、 安田 吉一 、 柄澤 暢吉 
乙幡 英次 、比留間久仁男 、 荒幡 耕司 
瀬谷 智子 、 

 
欠  席  者 
 （５名） 

林 喜代三、内野 好江、石井 裕光 、柾谷 雅弘  
荒幡 善政  

 
傍  聴  者 
 （０名） 

 
 
 

 
事  務  局 

 
比留間課長、鈴田主査、木村 

 
配 布 資 料        

 
＊日本の都市における生ごみリサイクル 
＊東村山市の生ごみ資源化について 
＊生ごみ堆肥化見学会レポート 
 
 

 
 
 
 
 



 2

 
 
議  題 
 

 
１ 東村山市生ごみ資源化施設視察 

 

 施設視察先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内  容 

 

午後 1時  

  ●市役所ロビー集合 出席委員 １０名 

            欠席委員  5 名 

 

午後１時 30 分 

● 東村山市秋水園にて説明 

・ 生ごみ集団回収について 

 

午後２時 30 分 

● 民間施設の視察 

・加藤商事株式会社（東村山市恩多町 1－12－3） 

 

午後 3時 30 分 

● 生ごみ処理機器資源化 

・市営住宅 

 

 

 

１ 東村山市秋水園 

 

（１）生ごみ集団回収のシステムとは 

① 地域でグループ・代表者とバケツの排出場所を決め

る。 

② グループ登録等の申請書の受付を秋水園で行う。 

③ 生ごみを分別・水切りをして専用バケツに入れます。

④ 指定の曜日・時間に排出場所に出してください。 

⑤ 回収した生ごみは資源化されます。 

 

 

（２）専用バケツについて 

  ①「抗酸化溶液配合バケツ」サイズ１０㍑ 

  ② 腐敗や臭気がしにくくなる抗酸化仕様 

③ 生ごみを保存できるのは通常 7日～10 日です。 

④ 一般のポリバケツ製バケツは 3 年から 5 年の寿命で

すが抗酸化溶液配合バケツは倍の耐久性がありま

す。 
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（３）生ごみについて 

  ①「可燃ごみ」として出すもの 

・ 硬い骨 ・貝殻 ・竹の子の皮 

・ とうもろこしの芯や皮 

 

２ 民間施設の視察 

 

（１）加藤商事株式会社（東村山市恩多町 1－12－3） 

 （ 食品残渣飼料システム ） 

① 食品残渣を第一乾燥施設に収集 

② 乾燥処理を行う。(水分 10 ㌫) 

③ 第二加工にて異物除去・成分調整を行う。 

④ 鶏、豚の飼料にしている。 

 

３ 生ごみ処理機器資源化 

（１）平成 9年 7月から市営住宅で行う（91 世帯） 

（２）管理方法は、住民が行う。 

（３）電気代、修理代、設置費用は市で行う。 

（４）利用については、市が回収してイベントなどで無料配

布を行っている。 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

    

 

 


